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1．はじめに 

現在建築の分野では，小規模住宅向けの支持杭工

法として小口径鋼管杭工法が多く採用されている．

この工法は，土質などに影響を受けない補強工法と

されており，地盤の空洞化や液状化の恐れのある場

合などに有効な工法とされている．しかし，このよ

うな工法で使用される薄肉鋼管を現場で溶接する場

合，十分な精度で接続することは難しく，高度で高

価な溶接技術を必要とする．ここから，簡便で急速

施工が可能な接続技術の開発が望まれている．これ

に対し大谷ら 1）は，接着剤を用いた簡易的な小口径

管接続法を提案している． 

本研究では,大谷らが提案した簡易的小口径鋼管接

続法の実用化に向けた基礎的検討の一環として，同

方法を用いて試験体を作製，圧縮試験を実施し，接

着接合した小口径薄肉鋼管の圧縮強度を検証する． 

 

表-1 接着剤物性値 

 

 

 

 

 

 

 

2．接着鋼管の圧縮試験 

2-1．接着・接合方法 

 試験は，大谷らが選定した接着剤を用いて接着し

た．使用した接着剤の物性値を表-1 に示す．接合方

法は，鋼管同士を突合わせるよう配置し，その接合

部にさや管を被せ，接合した．接合方法を図-1 に示

す．なお，接着剤は，全体にまんべんなく塗布され

るよう，接着鋼管の外側及びさや管内部に塗布して

いる． 

 

図-1 接合方法 

 

2-2．試験概要 

 作成した試験体に対し，アクチュエータ試験機に

よる一軸圧縮試験を行った．また，比較のために，

接着部無しの鋼管に対し同様の試験を行った．以下，

接続部無しの試験体を A タイプ，接続部有りの試験

体を B タイプと表記することとする．試験体の寸法

を表-2 に示す．A タイプは 2 体，B タイプは 3 体試

験を行った．なお，B タイプのうち一体は，接着剤

が完全に硬化した場合を想定し，養生時間を延長し

た後試験を実施した．計測項目は，ひずみおよび変

位とし，鋼管およびさや管部分にひずみゲージを貼

付け計測した．変位計の計測箇所は台座上面および

アクチュエータ下部の位置とした． 
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接着剤 A剤 B剤

基材

比重 1.02 1.03

粘度（Pa・s） 3 3

混合比

可使時間

立ち上がり強度発現時間

実用強度時間

せん断接着強度（MPa）

ヤング係数（MPa） 1558

変形アクリル

1：1

3分20秒（23℃）

6分50秒（23℃）

1時間（21℃）

27.1

表-2 試験体寸法 

本管 さや管
550.0 140.0

139.8 148.8

130.8 141.8

4.5 3.5

- 1.0

接着部無し鋼管

内径d（mm）

板厚t（mm）

接着厚さh（mm）

接着鋼管

長さL（mm）

外径D（mm）

本管
1100

139.8

130.8

4.5

-
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2-3．試験結果 

 試験結果を表-3に示す．A タイプの平均最大荷

重は 706kN となった．ランキンの式を用いて同寸

法の座屈荷重を求めた結果，752kN となり，試験

結果は妥当な値といえる．B タイプの最大荷重は，

A タイプに対し 50～60%の強度を示した． 

次に，各試験ケースでの荷重-変位曲線を図-2 に

示す．今回，B-1,B-2 試験中に何度か異音が発生

しており，荷重の減少がみられた．そこで，B-1

に関して，一回目の異音発生時に着目して荷重-

ひずみ関係をまとめたグラフを図-3，4 に示す．

一回目の荷重減少後，さや管部分のひずみがほぼ

発生していないことから，1 回目の荷重減少時に

接着面が剥離したと考え，その時の荷重も記録し

た．マイヤーホッフの極限支持力式により極限強

度を算出したところ，約 40kN（最も厳しい条件と

なる支持層を仮定）となり，今回の試験では，1

回目の異音発生時荷重においても，その約 5 倍の

荷重 を発揮したこととなる． 

 

4. まとめ 

 本研究では，接着剤を用いた簡易的鋼管接続法

の実用化を目的に，接着接合した鋼管に対し圧縮

試験を実施し，圧縮強度の検証を行った．接着部

無しの鋼管と強度を比較すると，接合部有りの場

合，50～60%の強度を示す結果となった．また，養

生時間が長い場合，接着部無しの鋼管と同等の強

度を示す結果となった．マイヤーホッフの極限支

持力式により，杭の鉛直極限支持力強度を算出し

比較すると，接着鋼管の 1 回目異音発生時荷重に

おいても約 5 倍程度の強度が得られることを確認

した． 
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最大荷重P

kN

1回目

荷重減少時P

kN

養生時間試験体

B-1

B-2

B-3

A-2 -

1時間30分

1時間30分

5時間

A-1 -

表-3 試験結果 

図-2 全試験体における荷重-変位曲線 

図-3 荷重-ひずみ曲線（異音発生時まで） 

図-4 荷重-ひずみ曲線（異音発生後） 
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